
若者の⾃殺︓孤独感
と孤独死からの考察

早稲⽥⼤学
上⽥路⼦
2022年2⽉4⽇ 本研究は、JST社会技術研究開発センター「SDGsの

達成に向けた共創的研究開発プログラム（社会的孤
⽴・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構
築）」による助成を受けている。



About 
me..

• 早稲⽥⼤学 政治経済学術院
准教授
• NPO法⼈「あなたのいばしょ」
理事
• Ph.D. （政治学、マサチューセ
ッツ⼯科⼤学(MIT))
• 専⾨︓⾃殺の社会経済的要因
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Publications Why suicide?



Outline
• 若者の⾃殺の現状
• 若者の孤独死
• コロナ下における若者の孤
独感
• 孤独・孤⽴を防ぐには
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⾃殺率(1978-2020年）
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総数 男 ⼥

+35%

出典︓警察庁「⾃殺統計」

-35%

＊⾃殺率︓⼈⼝10万⼈あたりの⾃殺者数



年齢グループ別⾃殺率 (2007-
2020年)
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コロナ下の⾃殺者数の増加
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19歳以下 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上

出典︓警察庁⾃殺統計

2019年から2020年の年齢グループ別⾃殺者数増減率（％）



学⽣・⽣徒による⾃殺 （1978-
2020年）

8

1039

0

200

400

600

800

1000

1200

19
78

19
79

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

出典︓警察庁⾃殺統計＊2020年は過去最⾼を記録



⾃殺の場所(2020年、全年齢）
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出典︓警察庁⾃殺統計、注︓数字は⾃殺者全体に占める各場所の割合(%)、上位七
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⾃殺の⼿段（2020年、全年齢）
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→⽇本における⾃殺の
多くは⾃宅で起きてお
り、⾃殺者数の増加は
孤独死の増加につなが
る可能性





⾃宅で亡くなる⼀⼈暮らしの
若者の実態︓死因
• ⽇本少額短期保険協会の保有する「孤独死デ
ータ」のうち、40歳以下の⼀⼈暮らしの住居
者について分析（268名）
• 死因︓⾃殺あるいは⾃殺の可能性が⾼いもの
（「急性薬物中毒」「⼀酸化炭素中毒」）が
ほとんど
• 凍死が１件（30代⼥性、死後15⽇⽬に発⾒）
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発⾒までの⽇数
• 40歳以下の死亡者268名のうち、発⾒⽇、死
亡⽇が判明している⼈は219名（82%）
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⼈数 %
1⽇以内 86 39.3
2­7⽇ 65 29.7
8-14⽇ 21 9.6
15-30⽇ 25 11.4
31⽇以上 22 10.1

合計 219 100.0
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発⾒までの⽇数

発⾒までに2⽇以
上かかり、「孤独
死」と考えられる
若者は131名

資料︓⽇本少額短期保険協会「孤独死データ」のうち40歳以下の死亡者

死後1⽇以内に発
⾒された⼈の割合
は40％にとどまる



発⾒までの⽇数（男⼥別）
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資料︓⽇本少額短期保険協会「孤独死データ」のうち40歳以下の死亡者

• 男性のほうが発⾒までに⽇数がかかる傾向にある
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• ⼥性は42%が1⽇以内に発⾒されているが、男
性の場合38％
• 1ヶ⽉以上経ってから発⾒された⼈の割合は男
性が11.3%（⼥性は7.3%)
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発⾒までの⽇数（男⼥別）

資料︓⽇本少額短期保険協会「孤独死データ」のうち40歳以下の死亡者



発⾒の経緯（男⼥別）
男性 ⼥性 総数

近親者・友⼈ 71 32 103
(45.5) (51.6) (47.3)

勤務・学校関係 29 13 42
(18.6) (21.0) (19.3)

管理会社 32 10 42
(20.5) (16.1) (19.3)

近隣住⺠ 18 5 23
(11.5) (8.1) (10.6)

その他 6 2 8
(3.85) (3.23) (3.67)

合計 156 62 218
(100) (100) (100)
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• ⼥性︓近親者が連
絡を取れなくなっ
たことをきっかけ
とする割合⾼い

• 男性︓家賃滞納を
契機とする管理会
社の訪問、異臭に
よる近隣住⺠の苦
情をきっかけとす
ること多い

資料︓⽇本少額短期保険協会「孤独死データ」のうち40歳以下の死亡者
注︓表中の括弧内は性別の発⾒の経緯の割合



孤独死データが⽰すこと
• 40歳以下であっても、発⾒までに2⽇以上かか
った⽅が6割を占める
• 男性︓発⾒が遅れがち、発⾒のきっかけも異臭
による近隣の⽅の通報や家賃滞納など多い
• 若い男性が社会的に孤⽴している可能性
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個⼈的なことを話せる⼈（家族以外）が
０⼈の⼈の割合（20-39歳,学⽣除く）
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注︓理化学研究所と共同で実施した⼀般市⺠対象の調査に基づく。21年12⽉及
び22年1⽉に実施。総回答者数は3388⼈、上記年齢層は1102⼈。暫定結果。

若い男性の5⼈に⼀⼈が個⼈的なことを
話せる友達が全くいない = 社会的孤⽴



社会的孤⽴と孤独感

社会的孤⽴ 孤独感 ⾃殺
孤独死
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社会的孤⽴(social isolation)
と孤独(loneliness)について

• 社会的孤⽴ (social isolation)
• 客観的状況
• 定期的に交流する友達の数、困った時に助けてくれ
る⼈の数など

• 孤独 (loneliness)
• 主観的な⼼理的不快感
• 本⼈が望んでいる⼈間関係が質的、量的に満たされ
ないときに起こるもの
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「孤独」な⼈はどんな⼈︖
(2018年、⽇本）
「孤独、というとどのような⼈たちを思い浮かべま
すか︖」（複数回答）

1位︓⽼⼈ (46%)
2位︓⼀⼈でいる⼈や周りから孤⽴している⼈
(43%)
3位︓その他(15%)
4位︓わからない(12%)
5位︓ホームレス (6%)

こども・若者 (6%)

23Source: Kaiser Family Foundation (2018)



⼀般市⺠調査（千⼈調査）
• 新型コロナの影響を測るため2020年4⽉より
1,000⼈を対象に毎⽉実施
• 性別・年齢グループ、居住地域が⽇本全体の構成と
同じになるようにサンプリング

•回答者数︓10,000⼈（2021年1⽉まで）、最終
的には11,000⼈（21年2⽉終了）

• 感染予防⾏動、メンタルヘルスの状態（不安障
害、うつ）、雇⽤状態の変化など
•孤独感（UCLA 3項⽬簡易尺度)
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孤独感についての質問

• 3つの回答の点数を⾜し合わせスコア化（最⼩3, 
最⼤9) à 点数が⾼いほうが「孤独感」が⾼い
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孤独感 (N=10,000)
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低 ß 孤独感 à ⾼

出典︓2020年4⽉から2021年1⽉に実施した⼀般市⺠対象の独⾃調査

• 6点以上を孤独と定義 (標準的)à 40.8%が「孤独」
• 7点以上を孤独と定義 à 16.5%が「孤独」
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孤独を感じている⼈の割合︓
2020年4⽉-2021年1⽉

データ︓2020年4⽉から2021年1⽉に実施した⼀般市⺠対象の独⾃調査、各回の回答者数は1000名
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属性別孤独感︓性・年齢グループ別

0

10

20

30

40

50

60

18-29 YRS 30-39 YRS 40-49 YRS 50-59 YRS 60-69 YRS 70 YRS-

%

⼥性 男性

• 若い世代のほうが⾼齢者より孤独感⾼い
• 40歳未満のうち半数が「孤独」と判定される

注︓孤独感6点以上の回答者の割合 28



属性別孤独感︓就業状態・雇⽤形
態別

(%)

正規の職員・従業員 (N=3,737) 44.98

派遣社員・契約社員 (N=1,090) 45.69

⾃営業者 (N=384) 37.76

仕事を休んでいた、探していた (N=539) 50.46

仕事をしていなかった（学⽣を除く）(N=4,024) 34.47

学⽣ (N=226) 44.25

全回答者 (N=10,000) 40.83

注︓孤独感6点以上の回答者の割合 29



属性別孤独感︓世帯収⼊別

30

46.59

41.67

39.51

42.66

36.26

36.41

32.27

42.69

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

200万円未満

200万円以上400万円未満

400万円以上600万円未満

600万円以上800万円未満

800万円以上1,000万円未満

1,000万円以上1,200万円未満

1,200万円以上

わからない・答えたくない

注︓孤独感6点以上の回答者の割合

à 世帯収⼊が少ないほうが孤独感⾼い傾向



孤独感とうつ

孤独感が⼀番⾼い
回答者(9点、604
名)のうち65%が
中程度・重度のう
つ状態

図：孤独感のスコア別PHQ-9のスコアにより中程度
以上うつの症状があると判定される割合 (PHQ-
9>=10)。データ：2020年4⽉以降の毎⽉の独⾃調
査（N=10,000)
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孤独感と⾃殺念慮

0

5

10

15

20

25

3 4 5 6 7 8 9

%

低い ß 孤独感 à ⾼い

•孤独を感じてい
る⼈ほど、「死
んだほうがまし
だ」、「⾃分を
傷つけようと」
ほぼ毎⽇考える
割合が⾼い
•孤独感と⾃殺念
慮の関係は回答
者の属性等を統
制しても残る

図：孤独感のスコア別「死んだ⽅がましだ、あるいは⾃分
を何らかの⽅法で傷つけようと思ったことがある」 と
「ほぼ毎⽇」考えている回答者の割合 (PHQ-9の9番⽬の
質問）。データ：2020年4⽉以降の毎⽉の独⾃調査
（N=10,000) 32



孤独感と「⼈⽣の敗北者」感
と「申し訳なさ」感

孤独感が⾼いと「⾃
分はダメな⼈間だ、
⼈⽣の敗北者だと気
に病む、または⾃分
⾃⾝あるいは家族に
申し訳がないと感じ
る」とほぼ毎⽇感じ
る割合が⾼い

図：孤独感のスコア別「⾃分はダメな⼈間だ、⼈⽣の敗北
者だと気に病む、または⾃分⾃⾝あるいは家族に申し訳が
ないと感じる」 と 「ほぼ毎⽇」考えている回答者の割合
(PHQ-9の6番⽬の質問項⽬）。データ：2020年4⽉以降の
毎⽉の独⾃調査（N=10,000)
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孤独は誰の責任︖
「孤独を感じている⼈たちの孤独感は彼らが責められる
べき問題だと思いますか、それとも環境など彼らがコン
トロールできない要因によるものだと思いますか︖」
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アメリカ

イギリス

⽇本

個⼈の責任 環境など外的要因

à ⽇本では
孤独感は「個
⼈の責任」と
思う⼈が他国
に⽐べて多い

Source: Kaiser Family Foundation (2018)



個⼈の問題 vs. 社会の問題
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36

「孤独や社会的孤⽴は個⼈の問題だと思いますか、それとも
社会全体で取り組むべき問題だと思いますか︖

àその⼀⽅で、
孤独問題は社会
全体で取り組む
問題だと考えて
いる⼈が半数以
上

Source: Kaiser Family Foundation (2018)



若者の孤独死・孤独感調査か
ら⾒えてくること

• 若い⼈でも社会的孤⽴状態に陥り、孤独死をし
ている⼈の存在
• ⾼齢者より若い年代のほうが孤独感が⾼い
• 「社会的弱者」の孤独感⾼い
• 孤独感が強い⼈はこころの健康状態が悪い傾向
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孤独死を防ぐには

• 社会的孤⽴・孤独感 → ⾃殺リスク
• ⾃殺・孤独死には社会的なコスト（「負の外部
性」）

•社会全体として孤独・孤⽴問題に取り組む必要
•実態把握の必要性
•スティグマの軽減︔助けを求められる社会
•個⼈としてできること
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あなたにとって「孤独」とは︖

39

⼈に関⼼を持た
れないとき

社会から相⼿
にされない

誰とも接さ
ず引きこも
ること

存在⾃体が忘れ
られている状態

⼀⽇中、誰とも
会話がない

出典︓研究代表者が実施している⼀般市⺠対象の調査から抜粋（2022）



Questions?
早稲⽥⼤学 政治経済学術院
上⽥路⼦
michiko.uedaballmer@gmail.com

40


